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町指定重要無形民俗文化財（昭和55年10月23日指定）
青津甚句は、毎年８月14日に青津・浄泉寺境内で先
祖の供養として唄い踊られています。
かなり古くから伝わるというが、その由来は定かで
はありません。
以前は、青津集落にある国指定史跡の亀ヶ森古墳上
の広場で踊っていたこともあるという言い伝えがあ
ります。
※甚句とは、江戸時代に始まったとされ、歌詞が
　七・七・七五の短詩形をとって１コーラスとなる
　盆踊り唄や、酒盛り唄のことである。
永年、青津区で継承されてきた「青津甚句」を後世
に途絶えることなく伝承していくことを目的に、保
存会と青年団が中心となって、子ども達へ伝え、保
存継承活動に取組んでいます。

「青津甚句保存会」の紹介
青津甚句

活動内容

◆第３回定例会の主な審議案件 ………… ２Ｐ

◆請願の審査 ……………………………… ３Ｐ

◆決算特別委員会・決算審査 …………… ４Ｐ
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◆一般質問・賛否の公表 ……………６～14Ｐ

◆行政調査の報告 …………………………15Ｐ

◆みなさんの声・編集後記 ………………16Ｐ
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第 ３ 回
（９月）
定 例 会

　
９
月
６
日
か
ら
９
月
20
日
ま
で
の
15
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
、
人
事
案
件
１
件
、
条
例
改
正
外
３
件
、
平
成
29
年
度
決
算
認

定
８
件
、
平
成
30
年
度
補
正
予
算
７
件
、
合
計
19
件
の
議
案
が
町
長
よ
り
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
９
月
20
日
に
「
議
案
第
56

号
平
成
29
年
度
会
津
坂
下
町
水
道
事
業
剰
余
金
の
処
分
に
つ
い
て
」
は
、
町
長
か
ら
取
り
下
げ
の
申
し
出
が
あ
っ
た
た
め
本
会
議

で
審
議
し
、
取
り
下
げ
を
承
認
し
、
そ
れ
以
外
の
議
案
に
つ
い
て
審
議
し
採
決
の
結
果
、
平
成
29
年
度
水
道
事
業
会
計
決
算
認
定

は
不
認
定
と
な
り
、
そ
れ
以
外
の
町
長
提
出
議
案
に
つ
い
て
は
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
・
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
10
日
と
11
日
に
一
般
質
問
が
行
わ
れ
８
名
の
議
員
が
登
壇
し
町
政
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
12
日
に
は
各
常

任
委
員
会
を
開
き
提
出
議
案
、
事
業
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
審
議
、
13
日
と
14
日
に
は
決
算
特
別
委
員
会
を
開
き
平
成
29
年
度
一

般
会
計
及
び
各
特
別
会
計
決
算
に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。
本
定
例
会
中
、
請
願
２
件
が
付
託
さ
れ
そ
の
う
ち
１
件
が
採
択
と
な

り
、
関
係
省
庁
へ
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
以
下
、
主
な
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

新 庁 舎 建 設 延 期 方 針 に 対 して
町議会は着工の前倒し･再検討を要望

　

事
務
事
業
を
見
直
し
、
将
来

の
財
政
状
況
を
算
定
し
た
と
こ

ろ
、
計
画
通
り
進
め
れ
ば
住
民

サ
ー
ビ
ス
に
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
す
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
財
政
健
全
化
を
重

視
し
新
庁
舎
建
設
延
期
と
い
う

重
い
決
断
を
し
た
。

　

１
億
７
，９
８
６
万
円
を
追

加
す
る
補
正
予
算
。

　

主
な
補
正
は
、
干
ば
つ
の
応

急
対
策
補
助
１
０
０
万
円
や
若

者
定
住
に
向
け
た
新
築
・
購
入

補
助
金
４
４
０
万
円
な
ど
。

新
庁
舎
建
設
延
期
方
針

町
長
説
明
要
旨（
抜
粋
）

一
般
会
計
補
正
予
算

　
（
第
２
号
）

新
庁
舎
建
設
調
査
特
別
委
員
会

　

新
庁
舎
建
設
に
伴
う
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
並
び
に
建
設
延
期
に
つ
い
て
の
説
明
を
受

け
る
。

　

議
会
と
し
て
は
、
７
年
以
上
の
延
期
は
庁
舎
の
老
朽
化
も
鑑
み
長
す
ぎ
る
こ
と
、
ま
た
財

政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
基
金
を
造
成
し
た
形
の
み
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
資
金
調

達
や
Ｐ
Ｆ
Ｉ
や
デ
ザ
イ
ン
ビ
ル
ド
方
式
に
よ
る
建
設
方
法
に
つ
い
て
、
再
度
、
検
討
し
て
財

政
負
担
の
少
な
い
、
よ
り
良
い
庁
舎
建
設
の
進
め
方
に
つ
い
て
、
11
項
目
の
質
問
並
び
に
要

望
書
を
町
に
提
出
し
た
。

１．具体的な考慮すべき事項
①　突然使用不能となった時の代替施設はあるか
②　予定民有地への対応
③　予定地の地権者への責任
④�　「市町村役場機能緊急保全事業」の適用外と
なる不利益への考え方は
⑤　町民の行政に対する不信感への対応策は
⑥　職員の就労意欲低下に対する対応策は

２．議会へ明示すべき資料
①�　延期する理由ではなく、耐用年数を考慮した
短期間での建設可能なシミュレーションの提示
②�　レンタル、PFI方式等多様な建設手法を採用し
た際のシミュレーションの提示

３．議会からの要請事項
①�　庁舎完成までの長期間、相応の権限を委譲し
た専任職員を配置すること。
②�　区画整理地内の固定資産税課税対象の拡大や
滞納等への対処による歳入増への積極的取り組
みをすること。
③�　財源確保の為、補助や給料のカット等の後ろ
向きの政策から、クラウドファンディング、ふる
さと納税、町民債等資金調達手法の創設や新庁
舎の名称募集等による住民参加の庁舎建設といっ
た明るい庁舎建設イメージの創造を図ること。

質問及び要望書

◆
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

　

  （
議
案
第
53
号
）

　

髙
橋
直
樹
氏
（
新
任
）【
中

政
所　

48
歳
】、
の
任
命
に
同

意
し
ま
し
た
。
任
期
は
平
成
30

年
10
月
か
ら
４
年
間
で
す
。

�

賛
成
全
員
で
同
意

人
事
案
件



(3) あいづばんげ議会だより第191号・平成30年10月25日発行

会津坂下町長の辞職勧告決議案  賛成少数で否決　
議
員
提
出
議
案
第
６
号

会
津
坂
下
町
長
の
辞
職

勧
告
決
議
に
つ
い
て

提
案
理
由

�

提
出
者　

五
十
嵐
一
夫
議
員

　

新
庁
舎
建
設
は
、
平
成
29

年
６
月
の
町
長
選
挙
の
公
約

で
あ
り
、
毎
年
、
庁
舎
建
設

基
金
の
積
立
や
庁
舎
建
設
位

置
を
平
成
30
年
３
月
議
会
で

決
定
す
る
な
ど
事
業
を
推
進

し
て
き
た
。

　

そ
の
試
算
見
込
み
が
甘

か
っ
た
た
め
に
事
業
継
続
が

で
き
な
く
な
り
、
こ
れ
ま
で

の
取
り
組
み
・
方
針
を
急
に

撤
回
し
、
老
朽
化
が
著
し
く
、

危
機
対
策
が
早
急
に
求
め
ら

れ
て
い
る
庁
舎
建
設
を
７
年

以
上
延
期
す
る
こ
と
を
表
明

し
た
こ
と
に
対
す
る
道
義
的

責
任
と
し
て
、
辞
職
を
勧
告

す
る
。

賛
成
討
論

�

小
畑
博
司
議
員

　

新
庁
舎
の
建
設
に
つ
い
て

は
、
財
政
が
し
っ
か
り
し
て

い
れ
ば
、
町
民
も
議
員
も
誰

も
が
賛
成
で
す
。
し
か
し
、

町
民
の
な
か
に
も
、
ま
た
、

職
員
の
な
か
に
も
不
安
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
不
安
を
払

拭
す
る
た
め
に
質
問
を
し
て

き
ま
し
た
が
、「
町
民
生
活

に
影
響
は
出
な
い
」
と
繰
り

返
し
答
弁
し
て
き
ま
し
た
。

こ
こ
に
き
て
突
然
の
延
期
表

明
は
私
ど
も
の
質
問
に
対
す

る
不
誠
実
さ
と
、
多
様
な
意

見
を
聞
こ
う
と
し
な
い
風
通

し
の
悪
い
行
政
運
営
の
結
果

で
あ
り
ま
す
。
よ
っ
て
辞
職

勧
告
決
議
に
賛
成
い
た
し
ま

す
。反

対
討
論

�
猪
俣
恒
雄
議
員

　

町
長
が
適
任
か
否
か
は
選

挙
で
町
民
が
判
断
す
る
事
で

あ
り
、
二
元
代
表
制
に
お
け

る
議
会
が
片
方
の
代
表
の
長

へ
辞
職
勧
告
を
強
要
す
る
事

は
多
数
決
の
原
則
の
乱
用
で

あ
る
。

　

議
会
に
は
そ
の
よ
う
な
権

限
が
な
い
ば
か
り
か
、
仮
に

可
決
さ
れ
て
も
法
的
な
拘
束

力
が
な
い
。

　

辞
職
は
本
人
が
自
ら
の
意

思
に
よ
り
判
断
す
る
事
で
あ

る
。反対

討
論

�

渡
部
正
司
議
員

　

厳
し
い
財
政
の
中
、
庁
舎

建
設
に
突
き
進
ん
で
疲
弊
さ

せ
る
か
、
そ
れ
と
も
見
直
し

て
暮
ら
し
を
守
る
の
か
。
建

設
が
危
う
い
状
況
を
作
り
出

す
と
な
れ
ば
、
回
避
す
る
の

は
当
然
で
、
建
設
延
期
は
、

前
向
き
の
見
直
し
で
す
。
財

政
再
建
の
道
筋
を
つ
け
、
夢

と
希
望
を
含
ん
だ
新
た
な
庁

舎
建
設
の
プ
ラ
ン
を
示
し
て

い
く
こ
と
こ
そ
が
、
町
民
に

対
す
る
最
も
責
任
あ
る
長
た

る
姿
勢
で
あ
る
。

反
対
討
論

�

五
十
嵐
正
康
議
員

　

今
回
の
庁
舎
建
設
延
期
に

つ
い
て
は
、
町
長
が
全
て
に

先
ん
じ
て
財
政
再
建
を
優
先

す
る
と
い
う
政
治
的
な
決
断

を
し
た
結
果
で
あ
る
と
考
え

ま
す
。
現
代
は
急
激
に
世
の

中
が
変
わ
り
予
測
が
で
き
な

い
事
象
や
想
定
外
の
事
が
発

生
す
る
時
代
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
一
つ
が
今
年
度
の
町
民

体
育
館
の
取
り
壊
し
に
か
か

る
８
千
万
円
の
予
算
で
あ
り

ま
す
。
庁
舎
建
設
は
断
行
す

れ
ば
で
き
る
と
い
う
意
見
も

あ
る
よ
う
で
あ
り
ま
す
が
、

財
政
を
再
建
し
、
そ
れ
か
ら

庁
舎
建
設
に
取
り
か
か
る
と

判
断
し
た
町
長
の
英
断
を
評

価
し
、
今
回
の
辞
職
勧
告
決

議
案
に
は
反
対
い
た
し
ま
す
。

賛
成
討
論

�

五
十
嵐
正
康
議
員

　

私
は
給
食
無
償
化
自
体
に

つ
い
て
は
反
対
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
県
の
施
策
と
し
て
給

食
無
償
化
の
予
算
配
分
が
さ

れ
た
場
合
、
全
て
の
市
町
村

へ
児
童
生
徒
の
数
に
よ
り
無

償
化
の
予
算
配
分
が
な
さ
れ
、

給
食
の
献
立
の
内
容
が
全
県

で
同
じ
よ
う
な
内
容
に
な
っ

て
し
ま
い
、
地
域
に
根
ざ
し

た
地
産
地
消
や
、
独
特
の
食

材
を
利
用
し
た
食
育
と
い
っ

た
観
点
の
献
立
の
提
供
が
し

づ
ら
く
な
っ
て
し
ま
う
懸
念

が
あ
り
ま
す
。
給
食
無
償
化

に
つ
い
て
は
市
町
村
独
自
の

自
由
裁
量
で
行
う
べ
き
で
あ

り
、
こ
の
意
見
書
を
県
へ
提

出
す
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い

て
は
反
対
い
た
し
ま
す
。

反
対
討
論

�

横
山
智
代
議
員

　

給
食
費
無
料
化
は
子
ど
も

へ
の
「
現
物
給
付
」
と
し
て

大
き
な
意
義
が
あ
る
。
全
て

の
子
ど
も
が
学
校
で
無
料
で

給
食
を
食
べ
ら
れ
る
と
い
う

こ
と
は
、
ど
ん
な
家
庭
、
ど

ん
な
親
の
子
ど
も
で
あ
っ
て

も
等
し
く
利
益
を
得
る
こ
と

が
で
き
る
点
で
す
ぐ
れ
た
制

度
で
あ
る
と
思
う
。

反
対
討
論

�

渡
部
正
司
議
員

　

文
科
省
調
査
で
は
、
無
料

化
の
成
果
と
し
て
、
保
護
者

の
経
済
的
負
担
軽
減
や
、
学

校
側
の
給
食
費
徴
収
や
未
納
・

滞
納
者
へ
の
対
応
負
担
の
解

消
等
を
挙
げ
、
一
方
で
、
無

償
化
を
当
然
と
す
る
意
識
の

高
ま
り
等
が
懸
念
さ
れ
る
と

し
た
。
無
償
化
に
よ
る
成
果

の
ほ
う
が
実
施
後
の
課
題
よ

り
も
大
き
い
こ
と
か
ら
、
県

に
対
す
る
意
見
書
と
し
て
提

出
す
る
意
義
が
あ
る
。

反
対
討
論

�

小
畑
博
司
議
員

　

子
ど
も
は
、
国
の
・
地
域

の
宝
で
す
。
し
か
し
、
現
在

の
町
の
財
政
状
況
で
は
実
現

困
難
で
あ
り
、
県
の
復
興
策

と
し
て
求
め
て
い
く
こ
と
に

賛
成
す
る
。

反
対
討
論

�

五
十
嵐
一
夫
議
員

　

給
食
費
無
料
化
を
県
に
よ

り
実
施
い
た
だ
き
た
い
と
い

う
声
で
あ
り
、
素
直
に
声
を

県
に
届
け
る
こ
と
に
よ
り
、

議
論
検
討
で
き
る
の
で
あ
り
、

採
択
す
べ
き
も
の
と
委
員
長

報
告
に
反
対
す
る
。

請願
番号

受理年月日 件　　名 請願者住所氏名 紹介議員
付託
委員会

審査
結果

第５号
平成30年

８月30日

県に対し 「学校給食費の

無料化を求める意見書」

提出についての請願

会津坂下町大字勝大字村北533

新日本婦人の会福島県本部会津坂下

班　代表　鈴木　幸枝

横山　智代

小畑　博司
文教厚生 不採択

第６号
平成30年

８月30日

水道民営化を推し進める

水道法改正案の成立に反

対する請願について

会津坂下町大字大沖字上野1170－１

会津の大地と健康を守る会

代表　千葉　親子

五十嵐一夫

渡部　正司
産業建設 採択

請
願
の
審
査

請
願
第
５
号
に
つ
い
て
の
討
論


